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謹  賀  新  年謹  賀  新  年
　

平
成
二
十
年
初
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　　

今
、
日
本
は
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
物
の

豊
か
さ
を
追
う
時
代
か
ら
質
の
高
い
心
の
豊
か
さ
を
求
め

る
時
代
へ
と
変
容
し
て
い
ま
す
。
地
方
の
現
状
は
、
国
の

改
革
の
影
響
か
ら
都
市
と
地
方
、
地
方
間
の
格
差
が
拡
大

し
つ
つ
あ
り
、
依
然
、
行
財
政
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
的
共
同
生
活
の

維
持
が
困
難
と
な
る
「
限
界
集
落
（
人
口
の
五
十
％
以
上

が
六
十
五
歳
以
上
）」
が
全
国
に
七
千
八
百
程
度
あ
り
、
そ

の
う
ち
約
三
割
が
近
い
将
来
、
消
滅
の
危
機
に
直
面
す
る

と
の
事
で
あ
り
ま
す
。
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

文
化
や
風
土
が
消
え
て
い
く
こ
と
は
、
憂
慮
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
緊
急
な
地
方
支
援
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
玉
城
町
に
お

い
て
は
着
実
な
人
口
増
加
を
た
ど
っ
て
お
り
、
ま
ち
の
活

力
も
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
と
し
て
、
昨
年
四
月
に
子
育
て
総
合
支
援

室
を
設
置
し
少
子
化
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
住
民
に
近
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
幹

部
が
自
治
区
へ
出
向
き
、
情
報
交
流
を
行
う
「
知
っ
得
・

納
得
お
で
か
け
講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
四
月
か

ら
始
ま
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
つ
い
て
も
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
と
し
て
、
昨
年
は
玉
城
中

学
校
・
相
可
高
校
生
徒
に
よ
る
水
質
浄
化
の
取
り
組
み
や

千
人
を
超
え
る
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
城
山
周
辺
清
掃

活
動
な
ど
、
城
址
を
中
心
に
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
町
と
し
て
も
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
切
に
積
極

的
な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
発
足
さ

れ
た
お
城
サ
ポ
ー
ト
会
議
の
活
躍
に
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
松
下
電
工
㈱
伊
勢
工
場
、
京
セ
ラ
ミ
タ
㈱
玉
城
工

場
が
拡
張
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
将
来
に
明
る
い
話
題
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
公
共
事
業
と
し
て
、
平
成

二
十
二
年
度
完
成
に
向
け
た
宮
川
用
水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
、
二
十
三
年
度
完
成
に
向
け
た
下
水
道
整
備
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
引
続
き
町
の
将
来
に
つ
な
が
る
産
業
振

興
に
も
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
村
山
龍
平
翁
か
ら
田
丸
城
址
を
恵
贈

頂
い
て
か
ら
八
十
年
、
村
山
龍
平
記
念
館
二
十
五
周
年
、

田
丸
神
社
御み

こ
し輿
巡
幸
二
百
六
十
周
年
、
平
成
の
年
も
二
十

年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
・
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
、

町
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

玉
城
町
長　
　
　
　
　
　

  

辻  

村   

修  

一
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謹  賀  新  年
平成二十年

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
も

二
十
年
と
な
り
人
間
で
云
え
ば
成
人
式
を
迎
え
る
年
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
き
な
自
然
災
害
も
な
く
比
較
的
穏
や
か
な

年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
ど
う
か
そ
の
よ
う
に
と
、

年
頭
に
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
今
日
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も

に
分
業
化
が
進
み
、
就
業
構
造
を
始
め
と
す
る
経
済
社

会
の
構
造
が
変
化
し
、
著
し
い
格
差
社
会
が
生
じ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
地
方
と
中
央
の
格
差
に
ま
で
及
ん
で
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、

伝
統
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
地
方
に
生
き

る
も
の
と
し
て
、
確
固
た
る
信
念
を
持
ち
絶
対
に
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
、

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
地
方
財
政
の
疲
弊
困
窮
は

甚
だ
し
く
、
玉
城
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
量
か
ら
質
へ
の
変
化
が
求
め
ら
れ
、「
あ

れ
も
、
こ
れ
も
」
か
ら
「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
を
選
択

す
る
時
代
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
国
政
の
動
き
や
少
子
・

高
齢
化
の
人
口
構
造
の
変
化
に
意
を
払
い
玉
城
町
の
一

つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
解
決
し
、
自
立
で
き
る
町
、
自
立

す
る
町
を
、
皆
様
方
と
と
も
に
目
指
す
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
ど
も
町
議
会
は
昨
年
皆
様
方
の
信
託
を
受
け
、
新

し
い
議
会
構
成
で
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
浅
学
非

才
を
省
み
ず
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
任

の
重
大
さ
に
身
を
引
き
締
め
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
新
年
に
当
た
り
地
方
自
治
制
度
の
根
幹
で
あ
る
地

方
議
会
と
し
て
、
そ
れ
が
充
分
機
能
す
る
よ
う
議
員
一

同
日
々
研
鑽
を
重
ね
心
新
た
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

玉
城
町
議
会
議
長　
　
　

  

小  

林   

一  

則

謹  賀  新  年
平成二十年



�城あとに夢を築くまち  たまき　2008-1

女
性
消
防
団
員
が
保
育
所
を
訪
れ

『
防
災
教
室
』
を
開
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
ア
メ
リ
カ
で
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
『
火
災
予
防
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
』
を
女
性
消
防
団
員
が
学
び
、

初
め
て
保
育
所
で
披
露
さ
れ
た
も
の

で
、
子
ど
も
た
ち
は
洋
服
に
火
が
付

い
た
と
き
や
家
に
火
災
が
起
き
た
と

き
の
対
処
の
方
法
な
ど
、
も
し
も
の シーツを煙に見立て、逃げ方を教わる子どもたち

　

今
年
は
『
火
は
見
て
る　

あ
な
た

が
離
れ
る　

そ
の
時
を
』
を
全
国
統

一
防
火
標
語
に
、万
が
一
に
備
え
て
、

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
の
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
や
燃
え
や
す
い
も
の
を
家

の
周
り
に
置
か
な
い
な
ど
、
火
災
予

防
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
火
週
間
に
先
駆
け
て
５
日
に
は

平
成
19
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

！

Pick up

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

T
am

aki T
ow

n Report

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
秋
季
火

災
予
防
運
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
期
間
中
、
玉
城
町
で
も

10
日
、
消
防
団
に
よ
る
町
内
巡
回
パ

レ
ー
ド
で
火
災
予
防
の
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

整列する消防団員に訓示を行う舌古団長

団員手作りの小道具を前にしての『防災教室』

と
き
に
で
き
る
こ
と
、
自
分
で
自
分

を
守
る
こ
と
な
ど
体
を
使
っ
て
真
剣

に
学
び
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
気

候
が
続
き
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

火災発生状況
（平成19年11月

30日現在）

火災種別
建
物
林
野
車
両
そ
の
他
計

伊勢市 平成19年 22 0 6 11 39
平成18年 33 1 5 14 53

玉城町 平成19年 2 0 0 9 11
平成18年 3 0 2 2 7

度会町 平成19年 1 2 1 0 4
平成18年 0 0 0 0 0

計 平成19年 25 2 7 20 54
平成18年 36 1 7 16 60

■伊勢市消防本部管内の火災概要（平成19年1月～）

※伊勢市消防本部調査による

出火原因
玉
城
町

たばこ 2
ストーブ 1

電灯電気の
配線 1

たき火 2
放火 1

放火の疑い 1
その他 1

不明・調査中 2
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▼
夢
工
房
た
ま
き
へ
４
万
１
７
４
５
円

▼
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
へ
４
万
１
６
０

１
円

　

ま
た
、
協
賛
の
角
谷
産
業
㈲
様
か

ら
２
万
円
、
グ
ッ
デ
ィ
玉
城
店
様
か

ら
５
０
０
０
円
を
福
祉
事
業
に
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

愛
・
歌
・
心
を
テ
ー
マ
に
11
月
４

日
、
浦
千
恵
子
さ
ん
（
元
町
）
が
保

健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
第

16
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
祭
を
開

き
、
70
人
あ
ま
り
の
愛
好
者
ら
と
歌

声
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
日
に
は
、
愛
好
者
の

ひ
と
り
、
日
置
瑞
美
さ
ん
（
冨
岡
）

と
辻
村
町
長
を
訪
れ
、
当

日
の
入
場
料
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
、
収
録
ビ
デ

オ
な
ど
を
町
に
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

浦
さ
ん
は
、
歌
謡
教

室
を
通
じ
て
平
成
２
年

の
「
ふ
れ
あ
い
合
同
歌
謡

発
表
会
」
を
機
に
こ
れ
ま

で
16
回
の
歌
謡
祭
を
開
催

し
、
毎
回
募
金
の
全
額
を

町
の
福
祉
事
業
に
寄
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
町
福
祉
事
業
へ
８
万
９

５
５
円

浦
千
恵
子
さ
ん

歌
謡
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
寄
付

！

チャリティー募金を手渡す浦さん（左）と日置さん（右）

　

新
棟
は
「
Ｐ
６
棟
」
と
呼
ば
れ
、

建
築
面
積
４
７
３
３
平
方
㍍
、
鉄
骨

４
階
建
、
述
べ
床
面
積
１
万
４
８
１

７
平
方
㍍
。
携
帯
電
話
な
ど
の
精
密

電
子
部
品
（
狭
ピ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ
）

の
金
属
加
工
、
同
時
成
形
、
組
立
加

工
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
松
下
電
工
㈱
伊
勢
工
場
新
棟

の
新
築
工
事
が
完
了
し
11
月
６
日
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
式
に
は
、
畑
中
松
下
電

工
社
長
を
は
じ
め
、
辻
村
町
長
、
工

事
関
係
者
ら
が
出
席
。
新
棟
の
安
全

を
祈
願
し
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

起
動
式
が
行
わ
れ
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

松
下
電
工
株
式
会
社
伊
勢
工
場

新
棟
完
成

！

テープカットする辻村町長

完成したＰ６棟
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お
城
サ
ポ
ー
ト
会
議
で
は
今
回
呼

び
か
け
た
団
体
以
外
の
取
組
み
も
歓

迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会

☎
（
５
８
）
８
２
１
２
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
お
城
サ
ポ
ー
ト
会
議
が
11

月
16
日
、
役
場
住
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
行
政
課
題
の
解
決
、

施
策
等
の
実
現
に
関
し
、
具
体
的
な

方
策
・
方
向
性
を
検
討
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た｢
ま
ち
づ

く
り
戦
略
会
議｣

か
ら
の
提
言
（
お

城
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て
）
を
受

け
う
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
辻
村
町
長
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
、
役
場
関
係
部
局
の
17
人

が
参
加
。
こ
の
会
議
は
田
丸
城
址
の

維
持
管
理
を
支
援
す
る
と
と
も
に
玉

城
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
提
言
・
行
動
す
る

こ
と
や
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
樹

木
や
竹
の
伐
採
な
ど
町
が
す
べ
き
と

こ
ろ
は
町
が
整
備
を
進
め
、
そ
れ
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
各
種
団
体
等
が

で
き
る
範
囲
・
時
期
を
考
慮
し
て
清

掃
作
業
や
花
木
の
植
栽
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

玉
城
町
民
の
憩
い
の
場
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

お
城
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
開
催

！

お城サポート会議の様子

　

ふ
る
さ
と
玉
城
に
誇
れ
る
芸
能
を

作
り
た
い
。
そ
ん
な
想
い
か
ら
玉
丸

城
太
鼓
保
存
会
が
発
足
し
た
の
が
平

成
３
年
。
本
年
16
年
目
を
迎
え
た
保

存
会
の
み
な
さ
ん
が
11
月
18
日
、
い

せ
ト
ピ
ア
で
『
原
点
を
見
つ
め
て
新

た
な
挑
戦
』
を
テ
ー
マ
に
記
念
公
演

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
は
、
バ
チ
を
杵
に
、
太
鼓
を

臼
に
見
立
て
て
の｢

餅｣

で
は
じ
ま
り
、

少
女
た
ち
が
明
る
い
未
来
に
飛
び
跳

ね
る
様
を
イ
メ
ー
ジ
し
た｢

翔｣

、
南

北
朝
時
代
か
ら
６
７
０
年
余
り
の
歴

史
を
誇
る
玉
丸
城
の
動
乱
を
モ
チ
ー

フ
に
作
調
さ
れ
た｢

戦｣

、
め
で
た

い
と
き
に
演
奏
さ
れ
る｢

祝｣

な
ど

12
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
ら
は
喜
び
や
悲
し
み
を
バ
チ

に
込
め
、
力
強
く
太
鼓
を
響
か
せ
、

演
奏
の
盛
り
上
が
り
に
は
満
員
の
会

場
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

玉
城
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
16
年

玉
丸
城
太
鼓
記
念
公
演

！

力強い太鼓の響き

盛り上がりをみせる会場
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元
町
議
会
議
員
淺
野　

仁
さ
ん

（
田
丸
：
70
歳
）
は
、
昭
和
58
年
か

ら
平
成
19
年
の
間
、
６
期
24
年
に
わ

た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
豊
富
な

経
験
と
見
識
で
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

淺
野
さ
ん
は
、
こ
の
間
、
議
会
議

長
を
は
じ
め
、
総
務
財
政
、
教
育
民

生
各
常
任
委
員
会
委
員
長
、
監
査
委

員
な
ど
重
責
を
果
た
さ
れ
、
平
成
17

年
か
ら
は
三
重
県
町
村
議
会
議
長

会
会
長
と
し
て
県
内
地
方
自
治
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
、
町
長
公
室
で
三
重
県

町
村
会
の
服
部
清

一
局
長
よ
り
、
こ

の
在
職
中
の
功
績

に
酬
い
る
た
め
全

国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
の
感
謝
状

授
与
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
の
ご

壮
健
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

い
を
計
り
な
が
ら
相
手
の
隙
を
つ
い

て
、
気
合
の
入
っ
た
か
け
声
と
と
も

に
鋭
い
突
き
や
蹴
り
を
繰
り
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
型
」
の
種
目
で
は
、
学

年
や
帯
の
色
別
部
門
に
分
か
れ
、
自

慢
の
「
型
」
を
基
本
に
忠
実
に
披
露

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
勝

が
行
な
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

11
月
25
日
、
明
和
町
総
合
体
育
館

で
第
３
回
南
勢
地
区
空
手
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
大
会
が
開
か
れ
、
玉
城
町
を

は
じ
め
近
隣
の
小
学
生
・
中
学
生
80

人
を
超
え
る
選
手
が
出
場
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
大
会
に
は
、
玉
城
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
部
の
35
人
も
出

場
。
競
技
は
、
ま
ず
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
に
よ
る
、
寸
止
め
の
「
組
手
の

部
」
と
「
型
の
部
」
の
予
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
組
手
」
で
は
、
お
互
い
の
間
合

元
玉
城
町
議
会
議
長　

淺
野　

仁
さ
ん

全
国
町
村
会
議
長
会
か
ら
感
謝
状
授
与

！

気
合
の
入
っ
た
か
け
声

南
勢
地
区
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

！

感謝状を受取る淺野さん（右）

組
手
の
部

種　　目 順　位 名　前
小学１・２年生男女 ２　位 見並　健斗

小学２年生男女 ２　位 見並　春輝

小学３・４年生男女
優　勝 近藤　　樹
２　位 櫻井　寿哉
３　位 野呂　　瞳

小学５・６年生男女 ３　位 鈴木真依子
宗林　幸那

型
の
部

白・橙帯の部 ２　位 片岡　裕司
３　位 中島　健太

黄帯の部 ２　位 杉山　美羽

紫帯の部 ２　位 北林　　栞
３　位 東谷　咲穂

玉城町スポーツ少年団空手部入賞者（３位まで）

大会に出場した選手のみなさんと指導者
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お知らせ広場

確定申告説明会開催

Ja n u a r y

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

1

税務住民課　☎（５８）８２０１　

　２月 18 日（月）から、平成 19 年分の所得にかかる所得税の確定申告が始まります。
　伊勢税務署と税務住民課では年金収入のある方で還付申告をされる方、また新
しく住宅を建てられた方で住宅借入金等特別控除を受けられる方、農業所得があ
る方の収支計算書を対象に事前申告書記載説明会を行います。

▼日 に ち　２月８日（金）

▼受　　付　午前９時 30 分（10 時開始）年金受給者
　　　　　　午後１時（１時 30 分開始）住宅取得者

▼日 に ち　２月 13 日（水）

▼受　　付　午前９時 30 分（10 時開始）農業所得者
　　　　　　午後１時（１時 30 分開始）住宅取得者

▼場　　所　中央公民館（旧改善センター）多目的ホール
　ご希望の方は当日、源泉徴収票（原本）、筆記用具、印鑑（シャチハタ不可）、本
人名義の口座番号、生命・地震（損害）保険等支払証明書。
　住宅借入金等特別控除を申告される方は、借入金年末残高証明書、登記簿謄本（控
除対象の家屋（土地））、印紙の貼ってある請負契約書、売買契約書等の写し（控除
対象の家屋（土地））の価格がわかるもの）、住民票（登記簿謄本、住民票とも平成
20 年証明のもの）
　農業所得の方は平成 19 年分の農業の収入、経費のわかる書類（帳簿、領収証、
農協の経済通帳等）
※収支計算を作成するには金額のわかる書類がない
　とできませんので、当日は必ずお持ちください。

確定申告説明会開催
1

確定申告書等作成コーナー　画面案内にしたがって申告書を作成でき、印刷すればそ
　　　　　　　　　　　　　のまま税務署へ提出できます。
e － Tax（イータックス）　　e － Tax とは国税電子申告・納税システムのことで、
　　　　　　　　　　　　　確定申告書等作成コーナーを利用すれば直接電子申告で

きるようになりました。（「公的個人認証サービスに基づ
く電子証明」を利用する場合に限ります。）

　　　　　　　　　　　　　詳しくは、イータックスホームページ
　　　　　　　　　　　　　http://www.e-tax.nta.go.jp をご覧ください。

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
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■平成 19 年 3 月 31 日までに取得した資産の計算方法
　（平成 19 年 2 月に 98 万円で軽トラックを取得した場合）

減価償却
資産の名

称等
（繰延資産

を含む）

面
積
又
は
数
量

取得
年月

㋑　　　

取得価額

㋺　　　
償却の基
礎になる

金額

償
却
方
法

耐
用
年
数

㋩
償 

却 
率　

㋥　　
本年中
の償却
期　間

㋭　　　
本年分の
普通償却
費（㋺×
㋩×㋥）

㋬
特
別
償
却
費

㋣　　　
本年分の
償却費
合計

（㋭ + ㋬）

㋠　　
事業専
用割合

㋷　　　
本年分の
必要経費
算入額

（㋣×㋠）

㋦　　　
未償却残
高（期末

残高）
摘
要

年 月

軽トラック １ 19 2 980,000 882,000 定
額 ４ 0.250 11/12 202,125 0 202,125 100％ 202,125 777,875

■平成 19 年 4 月 1 日以降に取得した資産の計算方法
　（平成 19 年 4 月に 98 万円で軽トラックを取得した場合）

軽トラック １ 19 4 980,000 980,000 定
額 ４ 0.250 9/12 183,750 0 183,750 100％ 183,750 796,250

882,000 円× 0.250 × 11/12980,000 円× 0.9 980,000 円－ 202,125 円　　
取得価額の 5％まで償却する

980,000 円× 0.250 × 9/12そのまま同額を記入 980,000 円－ 183,750 円　　
取得価額を 1 円まで償却する

　また営業・農業所得など減価償却費を算出する場合、平成 19 年４月１日以後に取得した減価償却
資産の償却方法について、償却可能限度額（取得価額の 95％相当額）および残存価額が廃止され、
耐用年数経過時点で１円まで償却することとなります。なお平成 19 年３月 31 日以前までに取得した
ものについては、従前のとおりです。

　

み
な
さ
ん
へ
の
生
活
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
19

年
４
月
号
（
３
月
25
日
発
行
）
か
ら
有
料
広
告
を
「
広
報

た
ま
き
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
の
基
準
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
基
準
】

　

広
告
は
、
広
報
紙
と
し
て
の
品
位
等
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

①
法
令
な
ど
に
違
反
し
、
ま
た
は
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の

②
公
序
良
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の 

③
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見
広
告
、
個
人
の
名
刺
広

告
に
あ
た
る
も
の

④
誇
大
表
示
、
不
当
表
示
そ
の
他
表
現
方
法
等
が
不
適
正

な
も
の

⑤
求
人
広
告
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の

⑥
そ
の
他
広
報
紙
に
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適
当
で
な
い

と
町
長
が
認
め
る
も
の 

　

そ
の
他
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
掲
載
で
き
る

広
告
に
関
す
る
基
準
は
、「
玉
城
町
広
報
広
告
掲
載
取
扱
基

準
」
に
よ
り
ま
す
。

【
申
込
者
の
資
格
】

　

国
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
こ
と
。

【
掲
載
申
込
手
続
】

　

広
報
広
告
掲
載
申
込
書
に
広
告
原
稿
を
添
付
し
て
、
掲

載
希
望
号
月
の
前
々
月
25
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
は
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
申
込
者
の
応
募
を
優
先
し
ま
す
。

【
掲
載
の
位
置
お
よ
び
掲
載
料
】 

　

広
告
を
掲
載
す
る
位
置
は
、
表
紙
を
除
く
広
報
紙
各
紙

面
の
下
部
と
し
ま
す
。
編
集
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

裏
表
紙
下
１
段
70
㎜
×
90
㎜
（
カ
ラ
ー
）
５
０
０
０
円

中
面
の
下
１
段
70
㎜
×
１
８
０
㎜

（
２
色
）
８
０
０
０
円
（
１
／
２
利

用
可
）

【
申
込
者
の
責
任
等
】

　

広
告
の
内
容
に
関
す
る
責
任
は
、

申
込
者
が
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
掲
載
申
し
込
み
が
多
い
場

合
に
は
、
抽
選
に
よ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ

る
い
は
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「広報たまき」に広告を掲載しませんか 総務課　☎（５８）８２００
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お知らせ広場

総
務
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
０

　

玉
城
町
消
防
団
で
は
新
年
恒
例
の
出
初
式
を
行

い
ま
す
。

▼
日　
　

時　

１
月
６
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら

▼
場　
　

所　

お
城
広
場

　
　
　
　
　
　

※
雨
天
は
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
内　
　

容　

車
両
点
検
・
一
斉
放
水
な
ど

保
健
事
業
だ
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

■
乳
が
ん
（
超
音
波
）
検
診
・
子
宮
が
ん

検
診

▼
検
診
日　

2
月
７
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
1
時
・
2
時

▼
定　
　

員　

乳
が
ん
50
人　

子
宮
が
ん
70
人

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

乳
が
ん
30
歳
以
上
の
女
性

　
　
　
　
　
　

子
宮
が
ん
20
歳
以
上
の
女
性

▼
内　
　

容　

超
音
波
検
診
、
視
触
診

▼
料　
　

金　

乳
が
ん　

７
０
０
円　

　
　
　
　
　
　

子
宮
が
ん
８
０
０
円　

　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

＊
申
し
込
み
は
、
１
月
７
日（
月
）
か
ら
開
始
し

ま
す
。
託
児
が
必
要
な
方
は
、
受
付
時
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

▼
日
に
ち　

１
月
９
日（
水
）

▼
受　
　

付　

午
後
０
時
50
分
～
１
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
18
年
５
月
１
日
～
６
月
30
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日
に
ち　

1
月
10
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
1
時
～
2
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
19
年
５
月
16
日
～
６
月
15
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

子
育
て
支
援
事
業
だ
よ
り

さ
く
ら
児
童
館
☎
（
５
８
）
８
５
２
７

■
０
・
１
ひ
ろ
ば

▼
日　
　

時　

1
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
内　
　

容　

は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　
　

時　

1
月
9
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
4
月
２
日
～
17
年
4
月

　
　
　
　
　
　

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

平
成
20
年　

消
防
団
出
初
式

■
子
育
て
講
座

　

子
育
て
中
の
方
を
対
象
に
テ
ー
マ
に
分
け
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
①
「
自
分
の
体
を
知
ろ
う
」

▼
日
に
ち　

１
月
23
日（
水
）・
30
日（
水
）

▼
内　
　

容　

身
体
を
動
か
し
た
り
、
身
体
の
使

い
方
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

テ
ー
マ
②
「
お
子
さ
ん
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る

に
は
」

▼
日
に
ち　

２
月
15
日（
金
）、
３
月
７
日（
金
）

▼
内　
　

容　

ど
の
よ
う
に
お
子
さ
ん
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
れ
ば
良
い
か
を
学
び

ま
す
。

▼
時　
　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
テ
ー
マ
①
②
と
も
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
定　
　

員　

15
組

　

申
し
込
み
は
１
月
７
日（
月
）
か
ら
。
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
別
に
、
２
日
間
通
し
て
参
加
い
た
だ

け
る
方
に
限
り
ま
す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
さ
く
ら
児
童
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ja n u a r y

1

2
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▼
内　
　

容　

身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相
談
、

育
児
相
談

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

▼
日　
　

時　

１
月
17
日（
木
）
21
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

妊
娠
中
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
内　
　

容　

第
１
日
目　

先
輩
マ
マ
の
体
験
談
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沐
浴
実
習

　
　
　
　
　
　

第
２
日
目　

助
産
師
さ
ん
の
講
話
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妊
娠
中
の
過
ご
し
方

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
離
乳
食
教
室

▼
日　
　

時　

１
月
30
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

離
乳
食
初
期
・
中
期
に
つ
い
て
の

講
話
、
試
食
な
ど

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
教
室
（
高
脂
血
症
予
防
）

▼
日　
　

時　

２
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　

講
話
、
調
理
実
習
に
つ
い
て

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　
　

お
米　

１
／
２
カ
ッ
プ

▼
料　
　

金　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

建
設
産
業
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
５

　

都
市
計
画
法
第
21
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
左
記
の

と
お
り
当
該
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

　

１
月
25
日
～
２
月
８
日
ま
で

▼
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

伊
勢
都
市
計
画
道
路

　

１
・
３
・
１
号
伊
勢
線
他
23
線

▼
縦
覧
場
所　

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
三
重
県
決
定
）

･･･

三
重
県
県
土
整
備
部
都
市
政
策
室
、
玉
城

町
建
設
産
業
課

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
玉
城
町
決
定
）

･･･

建
設
産
業
課

▼
意
見
書
の
提
出

　

提
出
資
格　

町
民
ま
た
は
利
害
関
係
人

提
出
方
法　

２
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
、持
参
ま
た
は
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
三
重
県
決
定

に
つ
い
て
は
、
三
重
県
県
土
整
備
部
都
市
政
策

室
（
〒
５
１
４―

８
５
７
０
津
市
広
明
町
13　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
９
（
２
２
４
）
３
２
７
０
）、
玉

城
町
決
定
に
つ
い
て
は
建
設
産
業
課
（
〒
５
１

９―

０
４
９
５
玉
城
町
田
丸
１
１
４
番
地
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
）
４
４
９
４
）
へ
。（
※
意
見

書
用
紙
は
、
右
記
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
）

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

三
重
県
伊
勢
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所

環
境
室
環
境
課
☎
（
２
７
）
５
４
０
５

▼
伊
勢
志
摩
地
域
ご
み
ゼ
ロ
推
進
講
演
会

　

｢

ご
み
か
ら
地
球
を
考
え
る｣

　

環
境
省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

石
澤
清
史
さ
ん

▼
開
催
日
時　

１
月
26
日（
土
）
午
後
０
時
30
分

開
場　

午
後
１
時
開
演

▼
開
催
場
所　

伊
勢
商
工
会
議
所
（
伊
勢
市
岩
渕

1―

7―

17　

市
役
所
東
隣
）

▼
内　
　

容　

環
境
問
題
の
原
点
は
、「
ご
み
問

題
」
で
す

・
21
世
紀
、
わ
が
国
の
目
指
す
循
環
型
社
会

と
は
？

・
伊
勢
神
宮
こ
そ
循
環
型
社
会
の
元
祖

・
ご
み
問
題
の
原
点

・
焼
却
場
は
世
界
の
３
分
の
２

・
レ
ジ
袋
の
ゆ
く
え

・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は｢

燃
え
る
ご
み｣

？

・
有
料
化
を
め
ぐ
る
動
き

・
海
外
の
ご
み
問
題

・
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
ポ
イ
ン
ト

・
ご
み
へ
の
取
り
組
み
、
新
し
い
動
き　

他

▼
入
場
料　

無　

料

▼
定　
　

員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

▼
主　
　

催　

き
れ
い
な
伊
勢
志
摩
づ
く
り
連
絡

協
議
会
・
三
重
県

ご
み
ゼ
ロ
推
進
講
演
会
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お知らせ広場

三
重
社
会
保
険
事
務
局

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
２
２
２
３

　

約
5
千
万
件
の
未
統
合
記
録
と
基
礎
年
金
番
号

で
管
理
さ
れ
た
記
録
と
の
名
寄
せ
（
氏
名
、
生
年

月
日
の
突
合
せ
）
等
の
結
果
、
記
録
が
結
び
つ
く

と
思
わ
れ
る
方
々
に
つ
い
て
平
成
19
年
12
月
以

降
、
順
次
、
加
入
期
間
及
び
加
入
履
歴
を
記
録
し

た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
に
お
届
け
の
住
所
が
現
住
所
と

違
っ
て
い
る
方
に
は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お

届
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数
で
す
が
次
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
へ
お
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
役
場
生

活
福
祉
課
窓
口

○
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
そ
の
配
偶
者

の
方
は
、
お
勤
め
の
会
社
な
ど
へ

○
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
社

会
保
険
事
務
所
へ

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
５
８
）
６
９
１
５

　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）　
　
　
　
　

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日　
　

時　

1
月
10
日（
木
）・
20
日（
日
）・
30

日（
水
）
午
後
１
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
委
員
・
行
政
相
談
員
・

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

■
子
育
て
教
育
相
談

　

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ

り
、問
題
行
動
な
ど
、日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感
じ

る
小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日　
　

時　

１
月
９
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

池
山　

哲
也
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
元
玉
城
わ
か
ば
学
園
校
長
）

相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　
　

時　

1
月
9
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

筆
と
墨
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！

　
　
　
　
　
　
（
汚
れ
て
も
い
い
格
好
で
来
て
く

だ
さ
い
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
1
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時　

1
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
1
月

の
予
定

▼
日　
　

時　

1
月
23
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
～
4
時
30
分

▼
会　
　

場　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日　
　

時　

1
月
30
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
45
分
～
4
時
15
分

▼
会　
　

場　

梅
が
お
か
児
童
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田

啓
子
さ
ん
☎
（
５
８
）
４
６
０
０
へ

三
重
県
行
政
書
士
伊
勢
支
部

☎
（
４
３
）
２
３
３
６

▼
日　
　

時　

１
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

相
談
室

▼
内　
　

容　

相
続
・
遺
言
な
ど
の
権
利
義
務
、

官
公
庁
へ
各
種
許
認
可
書
類
な
ど

の
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会 

▼
日　
　

時　

1
月
16
日（
水
）　

午
前
中

　
　
　
　
　
　

第
３
水
曜
日

▼
場　
　

所　

各
町
立
保
育
所

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
へ

町
立
保
育
所
園
庭
開
放
の
ご
案
内
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独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

三
重
支
所
（
総
務
担
当
）

☎
０
５
９
（
３
５
０
）
５
１
８
８

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
は
、
交
通
遺
児
等
に
な

ら
れ
た
方
に
育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
死
亡
又
は
重

度
の
後
遺
障
が
い
が
残
っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳

か
ら
中
学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
無
利
子
で
貸

付
け
る
制
度
で
す
。

　

貸
付
金
額
は
、
児
童
１
人
に
つ
き
一
時
金
「
15

万
５
０
０
０
円｣

、決
定
月
以
後
月
額｢
２
万
円｣

、

小
学
校
と
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
と
し
て

｢

４
万
４
０
０
０
円｣

の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

返
済
期
限
及
び
方
法
は
、
20
年
以
内
で
月
賦
等

に
よ
る
均
等
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓

器
に
損
傷
を
受
け
、
後
遺
障
が
い
の
程
度
が
左
記

に
該
当
（
相
当
）
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

１　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
の

　

｢

介
護
を
要
す
る
後
遺
障
が
い｣

等
級
第
１
級

１
号
・
２
号
で
常
時
要
介
護
の
方

　

・
介
護
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
応
じ
て

　

月
額
：
５
万
８
５
７
０
円
～
13
万
６
８
８
０
円

２　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
の

　

｢

介
護
を
要
す
る
後
遺
障
が
い｣

等
級
第
２
級

１
号
・
２
号
で
随
時
要
介
護
の
方

　

・
月
額
：
２
万
９
２
９
０
円
～
５
万
４
０
０
０
円

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸
付

○教育用機器としてアルファベット小文字付キーボー
ド 74 台をジェイ・ソリューション合資会社（代表
取締役 : 柿本純子）様からご寄付いただきました。

ありがとう手帖

注
：
事
故
が
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
方
は
、

等
級
認
定
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
立
伊
勢
ま
な
び
高
等
学
校

☎
（
２
５
）
３
６
９
０

　

伊
勢
ま
な
び
高
等
学
校
は
、
午
前
部
・
午
後
部
・

夜
間
部
の
三
部
制
か
ら
な
る
、
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム

の
単
位
制
定
時
制
高
等
学
校
（
普
通
科
・
も
の
づ

く
り
工
学
科
）
で
す
。

前
期
選
抜
・
特
別
選
抜

▼
対　
　

象

・
前
期
選
抜
は
来
春
中
学
校
を
卒
業
す
る
人

・
特
別
選
抜
は
成
人
（
二
十
歳
以
上
）
ま
た
は

す
で
に
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
間　

１
月
28
日
～
31
日

▼
試
験
日　
（
前
期
選
抜
）２
月
７
日

　
　
　
　
　
　
（
特
別
選
抜
）２
月
８
日

▼
試
験
内
容　

作
文
・
面
接
（
自
己
表
現
を
含
む
）

▼
募
集
枠　

午
前
部
（
普
通
科
）・
午
後
部
（
普

通
科
）・
夜
間
部
（
も
の
づ
く
り
工
学
科
）
と
も
、

定
員
40
人
の
う
ち
、
前
期
選
抜
枠
各
50
％
（
各

20
人
）、
特
別
選
抜
枠
各
10
％
（
各
４
人
）

後
期
選
抜

▼
対　
　

象

・
来
春
の
中
学
校
新
卒
者
・
中
学
校
既
卒
者
・

成
人

▼
申
込
期
間　

２
月
25
日
～
27
日

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
試  

験 

日　

３
月
13
日

▼
試
験
内
容　

国
語
・
数
学
の
学
力
検
査
、
作
文
、

面
接

▼
募
集
枠　

午
前
部
（
普
通
科
）・
午
後
部
（
普

通
科
）・
夜
間
部
（
も
の
づ
く
り
工
学
科
）
と
も
、

定
員
40
人
か
ら
前
期
選
抜
・
特
別
選
抜
の
合
格

者
数
を
減
じ
た
数

※
成
人
の
方
が
夜
間
部
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
学

力
検
査
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
伊
勢
ま
な
び
高
校
ま
た
は
中

学
生
の
人
は
学
校
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

三
重
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
０
８

　

｢

三
重
県
最
低
賃
金｣

は
、
平
成
19
年
10
月
27

日
か
ら
、
時
間
額
６
８
９
円
に
、
14
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・
雇
用

形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
）
を
問
わ
ず
、

原
則
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
事
業
場
で
働
く
労
働
者

に
は
、産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
業
種
の
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
同
年

12
月
26
日
か
ら
、
時
間
額
で
10
円
か
ら
12
円
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
m

ie.plb.go.jp/

）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

三
重
県
最
低
賃
金
は
時
間
額
６
８
９
円

田丸小学校　21 台、外城田小学校　21 台、有田小
学校　16 台、下外城田小学校　16 台

○玉城町健康教室一同様から社会福祉協議会へ
100,000 円お寄せいただきました。
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お知らせ広場

歴史こぼれ噺

前
回
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
「
御
勝
手
不
如

意
」
の
主
な
元
凶
を
指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
紀
伊
徳
川
家
は
、
こ
の
財
政

逼
迫
状
況
を
放
任
し
て
い
た
の
で
は
な

い
。
側
近
衆
（
家
老
）
や
若
山
勘
定
奉
行

所
は
、
何
時
も
最
重
要
、
か
つ
緊
急
課
題

と
し
て
、
解
消
に
狂
奔
し
て
い
た
。

歴史こぼれ噺
　ばなし

九

　

先
ず
、
収
入
増
を
図
っ
て
、
紀
伊
徳
川
家
領
で

あ
る
紀
州
全
土
と
勢
州
三
領
（
田
丸
・
松
坂
・
白

子
）
の
各
所
に
、
二
分
口
前
役
所
（
商
品
を
積
載

し
て
川
を
下
る
舟
か
ら
税
を
取
る
役
所
）
や
、
御

仕
入
役
所
（
流
通
商
品
へ
の
課
税
を
目
的
と
す
る

役
所
）
を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
の
役
所
の
設
置
目

的
は
、
生
産
者
（
山
村
や
農
村
の
百
姓
）
の
生
産

物
の
円
滑
な
流
通
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

次
第
に
目
的
が
変
質
し
、
紀
伊
徳
川
家
の
収
益
増

加
を
目
的
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

結
果
は
、
莫
大
な
増
収
と
な
り
、
挙
げ
句
の
果

て
、政
争
・
百
姓
一
揆
の
原
因
と
も
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
後
ほ
ど
詳
述
す
る
。

　

右
の
よ
う
に
、
役
人
が
生
産
者
と
消
費
者
の
間

に
入
り
、
商
品
売
買
の
利
潤
の
一
部
を
徳
川
家
の

財
政
へ
投
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
京
都
へ
貸
し
付

け
金
を
専
業
と
す
る
役
所
を
設
立
し
、
更
に
、
京
・

大
阪
・
江
戸
等
の
お
も
な
市
中
に
、
生
産
品
販
売

所
を
設
立
、
収
益
の
増
大
を
図
っ
た
。

　

し
か
し
、御
勝
手
不
如
意
は
解
消
し
な
か
っ
た
。

何
故
か
。

　

紀
伊
徳
川
家
の
側
近
衆
で
さ
え
口
出
し
出
来
な

か
っ
た
徳
川
家
一
族
の
生
計
費
や
家
臣
団
の
俸

祿
、
数
あ
る
江
戸
の
紀
伊
徳
川
家
の
屋
敷
維
持
費

な
ど
は
、
手
の
付
け
よ
う
も
な
か
っ
た
。
経
費
削

減
は
、
御
三
家
で
あ
る
紀
伊
徳
川
家
の
品
位
に
関

わ
る
由
々
し
き
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
支
出
増
大
に
繋
が
る
負
担

は
、
百
姓
の
差
し
出
し
す
年
貢
や
町
人
（
商
人
）

の
上
納
す
る
冥
加
金
や
上
納
金
、
村
々
に
割
り
当

て
ら
れ
る「
御
用
金
」に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
言
っ

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

　

百
姓
・
そ
の
他
の
生
産
者
や
物
資
の
流
通
に
関

わ
っ
て
い
た
商
人
の
働
き
は
、
当
時
の
統
治
事
情

を
左
右
す
る
ほ
ど
の
勢
力
を
温
存
し
て
い
た
が
、

統
治
体
制
に
手
を
貸
す
と
い
う
形
で
し
か
生
き
延

び
て
い
け
な
か
っ
た
。

　

い
つ
の
時
代
に
も
あ
る
こ
と
だ
が
、
世
の
体
制

に
呑
ま
れ
て
生
き
る
事
、
時
流
に
乗
っ
て
生
き
る

こ
と
が
無
難
な
生
存
方
法
で
あ
る
と
判
断
す
る
者

が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
敢
え
て
、
反
抗
す
れ
ば

そ
の
者
の
存
在
は
簡
単
に
否
定
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

徳
川
家
の
統
治
基
本
姿
勢
、
農
民
の
あ
し
ら
い
、

「
活
か
さ
ず
殺
さ
ず
」に
つ
い
て
、五
回
に
わ
た
り
、

説
明
を
続
け
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
各
種
の

郷
土
史
や
歴
史
書
を
読
み
、
江
戸
時
代
の
華
や
か

な
文
化
や
傑
出
し
て
世
間
で
華
麗
な
活
躍
を
し
た

人
々
に
対
し
て
、
称
賛
の
気
分
に
満
た
さ
れ
て
い

た
か
も
知
れ
な
い
読
者
に
と
っ
て
は
、五
回
の「
こ

ぼ
れ
噺
」
は
苦
々
し
い
記
事
で
あ
る
こ
と
と
考
え

る
。
し
か
し
、
歴
史
上
の
事
実
は
、
公
平
に
受
け

と
め
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
気
楽
に
受
け
と

め
ら
れ
る
歴
史
だ
け
を
歴
史
と
信
じ
て
い
て
は
な

ら
な
い
。　

　
　
　
【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、

２
０
０
３
年
12
月
１
日
か
ら
関
東
、

中
京
お
よ
び
近
畿
の
一
部
に
お
い

て
開
始
さ
れ
、
２
０
０
６
年
12
月

ま
で
に
、
全
国
都
道
府
県
庁
所
在

地
で
放
送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

玉
城
町
で
は
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
朝
熊
山
（
伊
勢
市
）
の
中
継

局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
の
電
波
が
出
て
お
り
、
本
放
送

が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
放
送
エ
リ
ア
は
順
次
拡
大
し
、
２
０
１

１
年
７
月
24
日
ま
で
に
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
終
了
に
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換

え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
視
聴
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

▼
受
信
相
談　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７

０
（
０
７
）
０
１
０
１

▼
視
聴
エ
リ
ア　
（
社
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推

進
協
会　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

d-pa.org

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送　

ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー　

☎
（
２
７
）
０
７
０
０

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
完
全
移
行

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
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10 ビデオレポート00
9

11

特別番組

6

7
8

00
00

0 ビデオレポート00

1 00
2
3

4 00

ビデオレポート

ビデオレポート

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

00 ／ 15 
30 ／ 45

知っ得　納得①
知っ得　納得②
ちょっと玉城①
ちょっと玉城②

00
15 
30
45

5

7 特別番組00
8

9
10 ビデオレポート00

11 00
12

1 知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

2 番組終了

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

6 ビデオレポート00

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

12月25日～1月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など	

知っ得　納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（毎週月曜日更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

【12 月 29 日～】
　・４歳児生活発表会（田丸保育所）
　・スポーツ少年団玉城大会		
　・消防団合同訓練　　　　　など

【1 月 5 日～】
　・駅前冬まつりイベント
　・保育所クリスマス会　　　など

【1 月 12 日～】
　・年越しレポート　　　　　など

【1 月 19 日～】
　・消防団出初式　　　　　など

【1 月 1 日～】
　・玉丸城太鼓記念公演　など

【1 月 16 日～】
　・玉城中学校文化祭・人権フォーラム　など

【1 月 5 日～】
　・町の防災力	

【1 月 20 日～】
　・確定申告

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

玉
城
町
図
書
館　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

　

年
末
・
年
始
と
何
か
と
忙
し
い
季
節
で
す
が
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
本
と
出
会
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
旬
の
本
・
話
題
の
本
を
取
り
揃

え
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
休
館
日
は
、
12
月
29
日
～
１
月
３

日
の
間
。）
貸
出
期
間
は
14
日
間
で
す
。
な
お
、
新
規
で

ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

田
村　

裕　

 

「
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
」

松
井
今
朝
子 

「
吉
原
手
引
草
」

小
池
真
理
子 

「
望
み
は

　
　
　
　
　
　

ニ
カ
ト
訊
か
れ
た
ら
」

村
山　

由
佳 

「
天
使
の
梯
子
」

唯
川　

恵　

 

「
息
が
と
ま
る
ほ
ど
」

五
木　

寛
之　
「
あ
じ
さ
い
日
記
」

飯
倉　

晴
武　
「
日
本
人
数
の
し
き
た
り
」

島
田
紳
介
・
東
国
原
英
夫

　
　
　
　
　
　
「
ニ
ッ
ポ
ン
を
繁
盛
さ
せ
る
方
法
」

Ｊ
．
Ｋ
．
ロ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス
」
上
・
下

文
芸
春
秋　
　
「
藤
沢
周
平
全
集
（
三
）」

【
趣
味
・
健
康
書
】

主
婦
の
友　
　
「
は
じ
め
て
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
基
礎
作
業

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

竹
内　

薫　
　
「
あ
や
し
い
健
康
法
」

高
岡　

英
夫　
「
究
極
の
身
体
」

【
絵
本
】

ゆ
き
の
ゆ
み
こ
・
上
野　

与
志

　
　
　
　
　
　

｢

わ
ん
ぱ
く
だ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス｣

真
珠
ま
り
こ　
「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
て
な
い
か
い
？
」

島
田　

ゆ
か　

｢

バ
ム
と
ケ
ロ
の
さ
む
い
あ
さ｣

購
入
し
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、
購
入

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

の
書
図
着
新

せ
ら
し
お



（社）三重県宅地建物取引業協会会員・（社）全国宅地建物取引業保証協会会員

58-62720596玉城町蚊野2063番地89

 三重県知事免許（2）第２６９４号

プラス ワン

0800-2000-366

本年も宜しくお願いいたします
不動産

平成二十年

謹賀新年

　1 月 7 日（月）　21 日（月）　28 日（月）　2 月 4 日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康おんしによる
　　　　体操など
お問い合わせは、健康管理センターへ

第417号　平成20年1月号編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務課
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2　
TEL 0596-58-8200   FAX0596-58-4494
Home Page http://www.town.tamaki.mie.jp   
e-mail info@town.tamaki.lg.jp

January  2008 N
o.417

広
報

　
た
ま
き

P
ublic Inform

ation of Tam
aki Tow

n

広報たまき

■玉城町役場（総務課）	 TEL58-8200　FAX58-4494
●税務住民課	 TEL58-8201
●生活福祉課	 TEL58-8203
●上下水道課	 TEL58-8207
●建設産業課	 TEL58-8205
●農林商工課	 TEL58-8204
●出納室	 TEL58-8210
●議会事務局	 TEL58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）	TEL58-8212
■玉城病院	 TEL58-3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設	 TEL58-3770
　・訪問看護ステーション	TEL58-8117
　・訪問介護	 TEL58-8117
　・居宅介護支援事務所	 TEL58-8822
■健康管理センター	 TEL58-7373
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館	 TEL58-8000
■社会福祉協議会	 TEL58-6915
■中央公民館	 TEL58-6331
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館	 TEL58-8800
　　（弘法温泉）
　　ふるさと味工房	 TEL58-8686
■さくら児童館	 TEL58-8527
■梅がおか児童館	 TEL58-8345

TEL 58-8213
休日・夜間当直室

まちかど掲示板

いきいきクラブ

　町税などの納期は、期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。
●町県民税（第４期）
　1 月 31 日（木）
お問い合わせは、税務住民課へ
●国民健康保険料・介護保険料（第 10 期）
　1 月 31 日（木）
お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　1 月 17 日（木）　2 月 7 日（木）
時　間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
お問い合わせは、健康管理センターへ

健康相談

　1 月 10 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　24 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分　午後 1 時～ 2 時 30 分
場　所　保健福祉会館
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談、　
　　　　おっぱい相談（24日のみ）
＊おっぱい相談は、予約が必要です。希望される方は、健康管
　理センターへお申し込みください。
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談

今 月 の 表 紙

撮影 : 広報編集委員会

（平成 19 年 11 月 30 日現在）

（　）は 11 月 1 日以降の増減

人 の 動 き

玉城町役場は 8：30am～7：00pm まで開庁しています
住民票、所得証明、各種申請、相談など、どうぞご利用ください。

有 料 広 告

　1 月 9 日（水）　23 日（水）
時　間　午前 10 時～午後 4 時
場　所　健康管理センター
予約は、生活福祉課へ

障害者相談支援センター「ブレス」巡回相談日

　｢子｣ は、十二支の一番目。動
物は鼠（ねずみ）になっています。
｢子｣ の字は｢ふえる｣ 意味で、種
子の中に新しい生命が芽生える様
子を表しているそうです。
　今年一年みなさんのご健勝をお
祈りいたします。

人 口　15,212 人（＋10人）
男　　　7,437 人（＋    7人）
女　　　7,775 人（＋　3人）
世帯数　  4,888 世帯（＋    8世帯）
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